
活動内容と成果
地域の樹木からの採種、育苗、植栽、追跡調査からな
る生物多様性の高い樹林造成システムである生態学
的混播・混植法を実施した。また、人工林や二次林の
生物多様性を高める単木的な森林管理法である育成
木施業を実施した。これらの結果、生物多様性を構成
する種のレベル、遺伝子のレベル、生態系のレベルの
観点から見て各地域に相応しい樹林造成の可能性を
示すことができた。さらに、育成木施業では、木材を
馬で搬出し、森林の保全を図るとともに、搬出した木
材を用いて地域の要望が強かったキャンプ場の洗い
場を建設した。

活動内容と成果
●�里山林内（約10ha)に点在し一部群落化しているオ
オハンゴンソウ繁茂の実態を把握し、今後の抜取作
業を計画的に進めるための基礎資料を作成した
●�環境調査員を同行し、藪内を含めて林内全域を通
年で調査、株が確認された地点はGPS計測して地
図上にポイントした
●�調査時に在来種（植物）についても確認し、保全す
べき種についての専門的な指導・助言を受けると
ともに、記録を残すことができた
●�里山林内を流れる河川（千曲川上流部）が台風19
号により被災し、オオハンゴンソウの株も大半が
流出した。林内に拡散した可能性もあるため、今年
度調査した方法を活用し、再度調査を実施する

課　題
森づくりの現場では、生物多様性の考え方が浸透し
ておらず、自然の再生を掲げながら外来種や遠隔地
の苗木を使用し、生物多様性の劣化を招いている状
況がある。

目　標
工事等で裸になったところや単一樹種の人工林を生
物多様性の高い樹林に誘導すると同時に、手入れで
発生する木材等を利用し、地域の活性化に役立てる
システムを構築する。

課　題
在来種が豊かに保全されている里山林に特定外来植
物（オオハンゴンソウ）が侵入しはじめており、数か
所で群落化している。

目　標
抜取作業によりオオハンゴンソウを制御し、在来種
を保全する。この活動を地域に広めていくとともに、
里山林の生物多様性の普及啓発を図り、持続可能な
森林保全へ貢献する。

（特非）　近自然森づくり協会

（公財）　Save Earth Foundation

生物多様性の高い森林の再生と持続的管理

里山林における在来種保全活動
－特定外来植物（オオハンゴンソウ）抜取の継続実施ー

手入れで切った木で建てた洗場と活躍した馬

自然環境調査の様子と記録

林内での植栽用の防草シートの
設置

オオハンゴンソウの繁茂状況を
確認

実　践

はじめる助成

1年目

実　践

つづける助成

1年目

活動参加延べ人数 170 人

環境調査実施 12 回

森林手入れ面積 5,500 ㎡

抜取作業実施 3 回

今年度計画の達成度 100 ％

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 100 ％

目標達成度 30 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
各分野のプロは、ボランティアとし
てではなく、正当な対価を支払わな
いと、良い仕事が持続しない。その
ための資金の確保が大変。

■工夫した点
プロの生活が成り立つ正当な対価を
支払えるよう、謝金や旅費に制約の
少ない助成や寄付金集めた。

■苦労した点
該当の里山林は、保全すべき生物が
多様に生息している森林であるにも
かかわらず、地域住民にはほとんど
理解されていない。

■工夫した点
毎月の自然環境調査により絶滅危惧
種を含む在来種の状況を記録、多様
な生物が保全されていることを客観
的に示せるようにした。

活動を合理的な方向へ継続、発展させるには、若い世代が現場の状況を知る必要が
あり、その分野を学ぶ学生にその機会を与えることが重要である。専門職として活
動する可能性の高い学生に現場を見せる工夫をしたい。

協力校や近隣の教育機関等との連携を図り、里山林内のオオハンゴンソウ制御に向
けた抜取作業を継続する。周辺地域にもオオハンゴンソウが確認されており、今後は
住民に対しても理解向上のための広報活動を実施、地域全体での取組みとしていく。
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